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浜行川地先のアワビ稚員場について

田中種雄・田中手15三て石田 修・清水利厚・坂本 仁・目黒清美

はじめに

千葉県沿岸岩礁域におけるアワピ稚貝の多く生息す

る;tj，)、いわゆる干並貝1暑については、問中{也(1979)1)が

館山市相浜から千倉町(j子に至る安房地区において漁

業者からの聞き取り調査を行い、砕j皮域周辺の浅い岩

礁帯で、かっ渦流や停滞流の形成されやすい部分にあ

るととを示唆している。しかし、それらの個々の場に

ついて、地形、生物相、アワピ稚貝のすみ場等を詳細に

調査した報告は現在までのところみあたらない。稚貝

場はそれぞれ水深、海底地形が異なり、アワビ稚只を

とりまく生物環境にも大きな遠いがあるものと推測さ

れ、多くの場でこれらのま目見を積み重ねていくことは

近年、盛んに実施されている人工種苗放流、中間育成

場造成等の増殖施策をより効果的なものとする貴重な
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資料になると考える。

筆者らはアワビを対象とした大規模増殖場開発事業

調査の中で、勝浦市浜行川漁業協同組合地先の通称「シ

マ」と呼ばれている場所でアワビ稚貝が多数生息して

いるのを縫認し、動物相、稚貝の分布密度、すみ場に

ついて調査し、若干の知見を得たのでここに報告する。

報告に先立ち、調査の便宜を図っていただいた、浜

行川漁業協同組合の外記栄太郎組合長他組合関係者の

方々、調査にご協力いただいた勝浦水産事務所上村i青

幸指導検査課長、当水産試験場三原{申加工研究室技師

に感謝の意を表します。

調査位置

勝浦市j兵行川は天津小湊町小湊と勝浦市興津の関の

半島状に突き出した部分にあり、 「シマ」はこの突出

部の中の、さらに小さな突出部である浜行川岬のj中に

ある(図 1)。

調査方法

調査は1977、1978年の 3月下旬から 5月上旬の問の

大潮期干潮時に行った。 1977年には 3月22日、 4月6、

8目、 5月6日の 4凹にわたり、岩盤上の中心から60・
間隔で放射状に 6本、補助的な 3本の計9本のライン

をはり、各ライン上!こ20n間隔で計39点を設定し 1m'

の枠取りを実施した。 5月6日には「シマ」を東西方

向に横断している、幅約10m、深さ1. 5~2.0mの議(A

溝)において、 3ml闘に区切った30m'の調査区を 2区

設定し、[1{内の地形、結生を記録するとともに、アワ

ビとトコフシの生息状況(個体数、殻長、すみ場)を

調査した。岸側にある C溝では 5X5mの調査区を設

定して、 A溝と同様の方法で調査した。

1978年には 3月27日と 4月10日に、 「シマ」中心部

から45'間隔で8本の50mラインを設け、各ラインに沿

った幅1mの範囲内に生息していたアワビの種類、殻
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長、すみ場を記録した。この調査では箱めがねを使用

し、海水のある場でもアワピ稚貝の発見率を高めるよ

うにした。 4月11日にはA、B、Dの各溝部において、

3点ずつの 1rri枠取りを実施した。以上に述べた枠取

り地点、各議の位置は図 2に示したとおりである。な

お、枠取り採集した生物は全て凍結保存の後、 1地点

分毎に解凍し、種の査定、大きさ、重量を測定した。

結果

1 . rシマ」の概要

「シマ」は一辺が200~250m で、 lilf五角形の外形

を呈していて、周囲の水深 4~5mの海底から台状に

立ちあがっている岩礁である。そのj中側外縁部には高

さ1~ 1.5mの突出した岩が所々にあり、それらの内

側に平坦な岩盤域が広がっている。平坦な岩盤上部は

潮位十0.1~+0 目 3mの潮間帯下部にあたる、ヒジキの

繁茂している部分、士 Om付近の海藻類のほとんど着

生していない非常に平坦な部分および岩盤上を網目状

に走る、深さ0.2~2.0mの溝部から成り立っている(図

3 )。深い溝昔日以外の場にはムラサキウニ類の生息する

図2
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調査地点

口;1977年3月22日. 6j 4月6日， 0; 4月8日，

・; 5月6日の枠取り地点，ー;1978年の調査ライン，

A~D; 溝部の位置

径約10cm、深さ 5~6cmの小子しが多数穿たれている。

j中側のA溝内の訓告上には時間灰藻類が優占して

いるが、アラメやホンダワラ類の生育も比較的多く見

られる。岸fHtlの入江状になっている B溝ではアラメは

少なく、有節石灰藻類とホンダワラ類が繁茂している

場である。陸地から続いて広がっている海食台と「シ

マ」との間にある D溝は水深 2~3mで砂底部が多く

なっていて、転石上、岩礁上にはホンダワラ類、テン

グサ類が繁茂している。

2 .動物相

1977年に行った枠取りで採集した動物の個体数、重

量を表1にまとめ、 1地点ごとについては付表として

示しである。最も個体数が多かったのはムラサキウニ

類であり、合計2537個体 (3~ 166個体/1点)で平

均65個体/ばという高密度であった。このムラサキウ

ニ類は1978年に行った補助的な枠取り調査で、{固体数

の割合では17%、重量では10%のタワシウニを含むこ

左カ河童認され、この割合で両種に分けるとムラサキウ

ニ21061固体 (54個体/ぱ)、タワシウニ 4311国体(llf固

体/ぱ)となり、優占順位の 1、2位を占める。以下

図3 rシマJ とその周辺海域の水深 (1978年2月測量)

水深基準面:T.P-O.978m 



はパテイラ971国体 (0~13個体/1 点、平均 2.5個

体パrl) 、ウスヒザラガイ 88個体 (O~l1 f固体/1 点、

0.91固体パrl)、サザエおよびコシダカサザエが各30個

体(前者は o~ 6 I間体/1 点、後者は 0~5 個体/1

点、平均 0.81国体/rri) と続き、クロアワピは221団体

(0 ~ 5 I国体/1点、 0.611国体パrl)で第91立で、あった。
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と、ムラサキウニが43.721g (平均1121.19パrl)、タ

ワシウニ4，858g (124.6gパrl)と個体数同様、 1、2

位を占める。以下、アメブラシ 2，404g(61 .6g 1m')、サ

ザ、エ380g (9.8g/Iば)、パテイラ145g (3.7g/Iば)と

続き、クロアワピは130g (3.3g/rri)で第6位となっ

ている。

一方、重量ではムラサキウニ類を上記の比率で分ける 佐久間の近似式により、母集団出現率を95%信頼区
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表 1 rシマJ 岩盤上の出現動物の{団体数と重量

{国 f本 数 重 量 (g) 

rri当り 割合同 総重量 rri当り

2.26 2.90 49.7 1. 27 

0.15 0.20 7.0 0.18 

0.03 0.03 0.4 0.01 

0.05 0.07 0.6 0.02 

0.08 0.10 2.1 0.05 

0.56 0.72 26.5 0.68 

0.18 0.23 6.1 0.16 

0.13 0.16 18.6 0.48 

0.56 0.72 130.4 3.3，1 

日目38 0.49 12.0 0.31 

0.03 0.03 0.4 0.01 

0.03 0.03 2.1 0.05 

0.31 0.40 1.5 0.04 

0.41 0.53 17.6 0.45 

2.49 3.19 145.2 3.72 

0.77 0.99 379.9 9.74 

0.77 0.99 67.6 1. 73 

0.13 0.16 4.2 0.11 

0.15 0.20 7.1 0.18 

0.05 0.07 1.1 0.03 

0.03 0.03 0.6 0.02 

0.05 0.07 17.8 0.46 

0.28 0.36 122.6 3.14 

0.31 0.40 95.6 2.45 

0.03 0.03 1.5 0.04 

0.03 0.03 0.3 0.01 

0.13 0.16 0.5 0.02 

0.05 0.07 0.6 0.02 

0.21 0.26 4.6 0.12 

0.87 1.12 2，403.8 61.64 

0.23 。目30 3.3 0.08 

0.03 0.03 4.9 0.13 

0.05 0.07 17.1 0.44 

。.05 0.07 38.9 1. 00 

0.95 1.22 106.9 2.74 

65.05 83.56 48，578.9 1，245.61 

77.85 100.00 52，278.0 1，340.46 
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関で推定し、その上位10種について図4に示した。ム

ラサキウニは67.7~71.0%、タワシウニは12.9~15.5

%と平均出現率 2.7%より著しく高く、 「シマj 岩盤

上の動物群集はムラサキウニ・タワシウニ群集となっ

個体数出現割合

ムラサキウニ

タワシウニ I M 

/{テイラ，.

ウスヒザラガイ，.

種|パフンウ二川

類|アメフラシ H

サザ工

コシダカザザエ μ

ニシキヒザラガイ

ク口アワビ

印 1田%

同

ている。また、森下の多様度指数βは1.985と極めて

低い値を示し、優占種の出現割合が高い単純な群集で

もある。

次に1978年にA、B、Di溝誇で

枠取りの結果を表 2に示した。 Ai溝ではパテイラとウ

スヒザラガイが18個体(平均6.0f団体/m')、マツムシガ

イ13個体 (4.3f固体/匂) トコブシ、サザエおよびゴ

シダカサザエが各8個体 (2目7f国体/ぱ)と続く。 B溝

ではパテイラカず24個体(平均8.01固体パr1)、 トコブシ

およびゴシダカサザエが4f固体(1.3f団体パn')、 サザ

エおよびクリプレイシが3個体(l.C個体/m')、の順

位で出現した。 D議ではムラサキウニが15個体(平均

51悶体パr1)、パテイラ 7個体 (2.3個体/m')、サザエ

31団体 (1.C個体/m')、 トコブシ 2個体 (0.7個体/ぱ)

の順位であった。 D溝の「シマj の縁Jll域にあたる岩

盤斜面上の 1点(水深5Ocm)でムラサキウニが多数出

現したが、この点以外では全く同種は見られず、パテ

図4 上位10種の個体数出現割合 (95%信頼区間) イラが優占種となっていて、 「シマ」岩擦上部とは巽

St. A 

種類
個体数

コ/m' 割合%

ウスヒザラガイ 6.0 20.7 

クサズリガイ 0.3 1.1 

ト コ プ ン 2.7 9.2 

ク ロ ア ワビ 0.3 1.1 

メカイアワビ 1.0 3.4 

ノf ア イ フ 6.0 20.7 

サ ザ コ二 2.7 9.2 

コシダカサザエ 2.7 9.2 

メダカラ方rィ 0.3 1.1 

ヒメヨウラク 0.7 2.3 

レ イ ン 0.3 1.1 

クリアレイシ

マツムシガイ 4.3 14.9 

ミガキボ ラ

シワホヲダマシ 0.7 2.3 

チトセボラ 0.3 1.1 

クモヒトデ 0.3 1.1 

7 カ ウ

ノ《フンウニ

ムラサキウニ

ヒ メ ウ 0.3 1.1 

タコノマクラ

29.0 100.0 

った動物群集となっている。森下の多様度指数はA溝

表 2 rシマj 溝部の出現動物の偲体数と重量
各議とも 1ni枠取り 3点の平均

霊草 B i議 D 言与

重 量 個 体 数 重 量 {国体数 重 量

g/m' 割合% コ/m'割合% g/m' 割合% コ/ぱ 害1)合% g/m' 割 合 %

3.2 1.8 0.3 2.3 0.3 0.1 0.3 3.0 0.2 0.1 

0.2 。目1

17.0 9.4 1目3 9.1 41.7 15.4 0.7 6.1 22.8 7.3 

1.0 0.6 

21.4 11.8 0.3 2.3 8.1 3目。 0.3 3.0 6.7 2.2 

40.8 22.6 8.0 54.5 43.9 16.2 2.3 21.2 13.9 4.5 

80.1 44目4 1.0 6.8 64.8 23.9 1.0 9.1 72.2 23.2 

8.5 4.7 1.3 9.1 3.0 1.1 

0.4 0.2 

0.3 3.0 0.6 0.2 

1.3 0.7 

1.0 6.8 10.7 3.9 

2.8 1.6 

0.3 2.3 35.7 13.1 

0.5 0.3 

2.9 1.6 0.3 2.3 0.9 0.3 

0.2 。目1

0.3 2.3 6.7 2.5 0.3 3.0 5目9 1.9 

0.7 6.1 5.7 1.8 

5.0 45.5 183.9 59.0 

0.6 0.3 

。目3 2.3 55.7 20.5 

180.6 100.0 14.7 100.0 271.4 100.0 11.0 100.0 311.9 100.0 
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個体/ぱ)、 315・ラインの27個体 (0.68個体パr!)、 以

下、 0・ライン、 225。ライン、 270。ラインと続き、最低

は180・ラインの11{国体 (0.28個体/ば)であった。最

多密度を示した45。ラインは「シマ」の北東部から入り

込んでいる溝に沿って続く、極めて平坦で、ウニの生

息する穴が多数穿たれている岩盤域を通っていて、乙

ごは最干時にもi中l則から越i皮し進入してきた海水が絶

えず流れているという特徴を有する場である。

岩盤上部でのアワビのすみ場は表3に示したとおり、

ウニの生息している穴に、ウニとともに生息していた

ものが120個体と最も多く、次いで、ウ二の生息してい

ない穴に44{図、その他6{国体は岩盤のへり、亀裂に付

着していた。ウニの生息している穴と生息していない

穴の割合についての調査は行っていないので、アワビ

のすみつきがウニの有無により差を生ピているか否か

は不明である。また、干潮時に全く空中に露出した状

態で生息していたものは25個体であったのに対し、海

水の流れている場や大小のi斡溜まりなどに生息してい

たものは90!国体であった。

A溝におけるアワビの生息状況を図8に示した。 60

凶fの調査区内に出現したクロアワビは21個体 (0.35個

体/ば)、メカイアワピが5個体 (0.08個体/ni)、トコ

ブシが7個体 (0.12!1国体パr!)であり、岩盤上部主同

で7.909、B溝で3.218、D溝では4.031と求められ、岩

盤上のそれとは調査面積が異なり、単純な比較はでき

ないが、かなり高い値であり、出現した各種類の個体

数の差が小きくなっている。

3.アワビの分布とすみ場

1977年の枠取り調査で得られたアワピは全てクロア

ワピであり、合計22{国体、平均分布密度は0.56f国体パd

であった。その分布jね兄を図5に、ムラサキウニ類の

分布を図6に示した。両種ともに中心域に多く、周辺

部に向けて減少していく傾向がみられた。クロアワビ

は中心部から沿岸方向では50m以内に分布が限られ、

50m以遠の15地点で、は 1個体も得られなかった。一方、

沖方へ向かう 210・ラインでは80m地点でもクロアワビ

が出現し、さらに、枠取り以外では 100m付近にも多

数ものが生息しているのを確認していて、本種の分布

はややj中側に片寄った傾向と在っていた。

1978年調査でのアワピの分布創立)7に示した。調査

総面積は342ぱで、得られたアワビはクロアワビ253個

体(平均0.74個体パr!)、メカイアワピ6個体 (0.02{固

体/ni)、種の判lJIJが困難であったものが11f団体、合計

270個体 (0.97個体パr!)であった。クロアワピの分

布密度が最高だったのは45。ラインで71個体(1.42!固

体/nf)が得られ、次いでト135・ラインの46個体 (0.92

ロ
d
C
O
O
M哨

• 0-19個体・20-39個体・40-59個体.印-79個体.80-四個体

81叩個体以上

• 1個 体・2個 体
• 3個 体.4個 体.5個 体

百

ムラサキウニ類の分布(1977年.nt当り)図 6
ヲロアワビの分布(1977年，ぱ当り)図 5
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様にクロアワピの生息数が最多であるが、メカイアワ

ピの生息数は岩盤上部より多くなっている。この溝内

でのアワビ、トコブシのすみ場は溝の{則墜や岩礁の F

部に形成されている、浅く狭い概状の部分、石と海底

との間隙および岩礁上の亀裂の 3部分に類別され、ク

ロアワピではそれぞれ11個体、 8f毘{卒、 2f団体の、ま

た、メカイアワビでは 3f国[卒、 1f国体、 1f国体のすみ

つきが見られた。一方、トコブシは石裏にすみついて

いたものが4個体で最多であった。

o'ライン

〆:)，vn、

¥」

ノ
k
k
x
;

品
、

ラロマ
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180・ライン

図7 ]7ワピの分布 (1978)
・;クロアワピ 0;メカイアワピ， Oj種不明，各f.[I1点l:l:lf国体

表3 すみ場男IJのヲ口アワビ個体数と殻長

、項そ目ま~竺金 ウー穴(ウ一存在) 凹1也、ウー穴(ウー無) その他(亀裂、岩盤へり)

中
干出

水中干出不明 計 水中 子出 不明 計 水中 干出 不明 言十

個体数コ 64 17 39 120 21 8 15 44 5 。 1 6 90 25 

平均殻長胴 25.4 26.6 19.2 23.5 37.1 44.2 28.2 35.3 60.7 21.0 54.1 30.1 31.9 

偏 差 13.07 15.85 6.14 12.05 14.66 19.02 14.46 16.15 15.32 21.21 16目 11 18.64 

殻長範囲胴
12~ 10~ 8~ 8~ 15~ 11~ 8~ 8~ 43~ 21~ 12~ 1O~ 

72 65 34 72 80 67 55 80 84 84 84 67 



図8 A溝における地形，植生およびアワビ，

トコブシの分布 (1977)
・;クロアワピ. 0;メカイアワビ，

A; トコブシ，各部 1点は 11間体，砂;岩

礁，ザ;アラメ，形;ホンダワラ類，

V:有節石灰藻

4 .アワビ、 トコブシ等の殻長組成

図9、10に「シマJ 岩盤上部に生息していたクロア

ワピの殻長組成を示した。 1977年 (3 月下旬~5 月上

旬) 1こは殻長20~7伽mの範囲のものが得られ、このう

ち殻長5臼nm以上のものは 4個体と少なく、他の35f図体

は殻長45mm以下で、あり、 35~4白nmlニモードを有する 1

年貝であった。 1978年(3 月下旬~4 月上旬)には殻

長5~85nunの範囲のものが得られ、殻長15~20mmおよ

び35~4伽mの 2 つのモードが認められる。これらの 2

群のうち大きい方は前年度にも見られた1年群であり、

小さい方は 0年群に相当するものである。 rシマJ 中

央部より沿岸方向に向かう 0・、 45。、 315。の各ライン

では殻長50mm以上の大型個体は 5f国体と少在いが、 i中

方向へ向かう他のラインでは26f同体が出現し、 i中側ほ

ど大型個体が多いi傾向が見られた。

1977年 5 月に A溝で得られたクロアワビは殻長20~

100酬の範囲のもので、岩絵上部と同様に殻長30~35

m にモードを有する群として見られる 1年貝が主体で

あるが、上部では生息、が認められなかった殻長8白m以

上のものも 3f間体出現した(図11)。
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図 9 rシマ」岩盤上のヲロアワビ殻長組成

(1977) 
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図10 rシマ」岩盤上のクロアワビ殻長組成

(1978) 



90 

メカイアワビについては1978年に宕盤上部で得られ

た6f国体は殻長20~5&mn、平均36.%mであり、 A議に

おいては1977年には殻長12~121mm、平均61.伽m、 1978

年には殻長32~851棚、平均54mmであった。本種もクロ

アワビと同様に岩盤上部よりも溝部において、より大

型個体までの生息が認められた(図12)。

15 
個
体10
数

5 

n ~28 

40 60 80 
殻長 (mm)

図11 A溝のクロアワビ殻長組成 (1977)
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岩盤上部 n ~ 6 (1978) 

体lJJ 田

A溝 n~ 5 (1977) 

円 円
A溝 n~ 3 (1978) 

日江』
20 40 印 80 1∞ 

殻長 (mm)

図12 メカイアワビの殻長組成

120 

4 
岩盤上部 n~5 (1977) 

2 

A溝 n ~10 (1978) 

同門 n 体

Bj蕎 n ~ 4 (1978) 

巾け1

ロ』
C溝 n巴 6 (1977) 

' 口
20 40 60 80 

殻長(剛)

図13 トコブシの殻長組成

トコブシは岩盤上部、Ai誇およびC溝においては殻

長10~6白11mのものが出現し、[PJ t:組成を示したが、 B

瀞においては殻長451mm以下の個体は 1f国体も得られず、

他と異なる組成を示した(図13)。

サザエは岩盤上部と A溝において殻高15~75mmの範

囲のものが出現し、同様の組成を示したが、 B溝およ

ひ寺D溝ではいず、れも殻高60mm以上のものに限られてい

た(図14)。
パテイラは岩縫 k部では殻高 5~ 151mmのものが主体

で全体の約90%を占めたが、 A、BおよびD溝におい

ては殻高15~251mmのものが主体となった組成を示した

(図15)。
5.考察

千葉県安房地区におけるクロアワビ稚貝の多く生息

する場は起伏に富んだ列状岩礁や瀬と呼ばれる部分に

あって、砕i皮域とその周辺域にあたり、海流板による

流況調査から乱imや、 j両流が形成されやすい場である

ことが報告されている1;市来他 (1977)2)も地形的突出

14 
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A溝 n~13 (1978) 
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図14 サザ工の殻高組成



昔日、張出し岩礁などの先端から岸寄りの部分で、潮流

が収れん渦動し、磯波で水がf畳拝される水域にクロア

ワピO年呉の分布が見られると報告している。また、

地形との関連で渦流域を形成する場に稚貝が多く見ら

れるごとはエゾアワビについても報告されている?本

報告の浜行川地先「シマ」も前述のとおり地形的突/:1'，

部にあり、また、 「シマJi中開a外縁部で砕波が起こる

ことにより海水カ守畳持されている場でもあり、上記の

知見と一致している。このような地形的特徴を有する

場で古じ車や渦流を生むる付近には、アワピ、その他の

巻貝類浮遊幼生も多く出現している:)主た、クロアワ

ピ稚貝の多く生息する場は透明度の高い場でもあるこ

とから、稚貝の飼料である珪藻類、褐藻類、紅言葉類の幼

芽体の繁殖量も多いと思われる。従って、クロアワビ

30 
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稚貝の多く生息する場は流れ、透明度、水1菜、底質お

よび飼料等の諸条件との関連において形成されている

ものと考えられる。

アワピ稚貝の多く生息する場での生物相については

クモヒトデ類、バ7ンウニ、トコブシ、小型カニ類、

小型巻貝類、ヤドカリ類、カサガイ類、ムラサキウニ

とともにクロアワピ稚呉が生息しているとの報告があ
6) 

る。 rシマ」にあ、いてはムラサキウニ類が平均651国体

パ1fという高密度で生息していて、クロアワピ稚貝は

そのウニの生息する穴にすみついている。また、安房、

東安房地区でクロアワビ稚貝の多く見られる、水深1

~5mの海域ではパテイラが優占種として出現し、[也

にはトコブシ、サザエという藻食性巻貝類が多く生息
4)、5)

していることがま11られた。このようにウニ類、パテイ

ラ、 トコブシ、サザエ等の藻食住動物の多く生息する

場にクロアワビ稚貝が見られているが、これらの種の

生活は餌料、すみ場等における極めて複雑な種間関係

の上に成り立っているものと考えられ、乙の点につい

て今後詳しく検討していく必要があろう。

クロアワピ0年貝の分布水深は干潮線下から 2mf立
の範囲であることが小島、市来f也により報告されてい

て、また、 「シマJ においても最干潮時でも海水の流

れがある場に多量の 0年貝が生息していることから、

子出しない場であることが0年貝の生存にとって、条

件のーっとなっているものと考えられる。クロアワピ

の主な産卵期はlO~12月である乙とから、冬期間中に

底生初期lの段階を経過しなければならない。 rシマ」

においては、この聞は夜間に大きく潮が引き、気温や

小さな潮溜りの水温は著しく低下するであろう。最干

潮時にも周囲から越j皮し;岩盤上に進入した海水が絶え

ず流れていることが激しい温度低下から稚貝を保護し、

その生残を高めているものと考えられる。

伊丹他(1978) はクロアワピ稚貝が潮位十O.5~-

6.0mに、マダカアワピ干世貝が 4.0~-1l .Om に多く

生息し、両種は分布水深を異にしていると報告してい

る。種によって稚貝が分布水深を異にしていることは

「シマ」の周辺漁場ではメカイアワビの方がタロアワ

ビよりも多いにもかかわらず、 「シマJ に生息してい

るのは大部分がクロアワピ稚貝であることからもうな

ずPける。それぞれの種について、その分布水深を知り

その遠いをもたらしている要因について究明していく

ごとは、種に対応した増殖対策を考えるうえに重要在

問題である。

干潮線下に生息していたクロアワピ0年貝が夏期に

餌料藻類の豊富な場へ移動し、その時期の遅早は干潮
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線下の餌料号車の多寡にもとづくとの報告があるが、本

報告の調査は春季のみに行ったもので、この場のアワ

ビ稚貝が成長につれ、どのように移動分散し、漁場に

i添加していくかについては明らかにできなかった。手控

貝の移動分散経路の究明やその過程における生残率の

究明等も今後に残されている。

本報告は「シマJ と呼ばれる、千葉県下でも特殊な

条件を俄えたクロアワピの稚貝場について述べたが、

今後は、さらに異なった場での調査を進め、比較検討

を行っていく必要があると考える。

要約

1 )勝浦市浜行川地先の通称「シマ」において生物相

アワピの分布密度、すみ場について調査した。

2) rシマJ は一辺200~250mの五角形の外形を呈し

た台状の岩礁で、その上部は潮間帯下部から漸深帯

上部にあたる、平坦奇岩盤となっている。

3) 乙の平坦岩盤上部にはムラサキウニ類が平均651困

f;t;パdという高密度で生息し、動物全体の90%以上

を占めている。

4) rシマ」のj中側にある深さ 1.5~2 目 Omの溝部では

パテイラ、ウスヒザラガイが優占し、岩盤上部とは

出現動物の組成が大きく異なっていた。

5) 岩磯上部でのクロアワビ稚貝の生息密度は0.5~

0.71固体/nfでi中側に多い分布を示し、また、 i中仰lに

大型個体が多い傾向カミ在、められた。

6)メカイアワビは岩盤上には0.02個体/nfで、生息

数は極めて少なかった。

7)岩盤上部でのクロアワピ稚貝はウニの生息してい

る穴にすみついているものが大部分であり、海部で

は岩礁下部に形成されている浅く狭い梯伏部を最も

よく利用していた。

8)岩盤上部のクロアワピは殻長5~85rn聞の範囲のも

ので、 O'f貝と 1年貝が主体であった。溝部では l

年貝が主体であるが、岩盤上部で見られない殻長100

剛前後のものまで生息していた。
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付表 「シマ」岩盤上部の地点毎の出現動物

個体数，コ/ぱ，重量;9パ<1

そ種名ミミ¥ー¥-変2P1: ① 0 ① 20 ① 34 ① 40 ① 54 ② 20 ② 40 

個体数重量 {国体数重量 個体数重量 {国体数重量 1国体数重量 個体数重量 個体数重量

(1)ウスヒザラガイ 4 1.8 0.9 5 1.0 2 1.2 2 0.9 l 0.9 0.2 

(2)ヤスリヒザラガイ

(3)ヒゲヒザラガイ

(4)パ ;{ ガ ゼ

(5)ヒザラガイ 2 1.5 

(6)ニシキヒザラガイ 3 6.2 0.8 1 0.3 1 0.3 

(7)ケハダヒザラガイ

(8)ト ゴ 7 ン

(9)クロアワピ 5 24.6 5.5 4 14.2 1 1.7 

。~ヨ メガカサ 2 1.2 

<<1)ベッコウザラガイ

。司エピスガ イ

4草子グサガイ 1 0.2 l 0.2 1 0.1 

<<~ク ボ 官 イ 1.5 

<<~パ ア イ プ 1 3.8 12.4 自 5.2 1 12.3 2 2.3 2 2.2 2 2.3 

。骨サ -tf 立二 4 105.6 1 84.5 1 37.0 2 14.2 

同コシダカサザエ 1 1.8 1 4.3 5 13.0 

O~ カ ワチドリ 。目7 1 0.7 

。骨アワブネガイ 1 2.1 

官(~メダカラガイ

。1)ヒメヨウラクガイ

問イソノfショウ

倒 レ イ 、/ 

ω ィ ボ γ 1 12.3 1 14.8 

白骨クリ 7 レイシ

倒オハグロレイシ

自由ボサツガ イ

側 ム ギ ガ イ

白骨マツムシガイ

。~ 7 メブラシ 665.0 I + 
自1)クモヒ}テ'類

(l~ヤツデヒトデ

倒ヒ ト デP

ω7  iJ ウ 33.4 

自由パフンウニ 1 2.4 3 9.3 1 4.4 

倒ムラサキウニ類 96 1960.9 93 1535.7 71 1689.8 38 832.9 49 1473.0 21 756.5 24 581.3 

2667.3 1559.9 1827.8 954目6 1532目9 786.9 617.2 
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付表 「シマJ 岩盤上部の地点毎の出現動物

I国体数，コ/rri'，重量， g/ni 

lF全 ② 60 ②-80 ③ 20 ③ -40 ③ 60 ③ 80 @-20 @-40 

個体数重量 個体数重量 個体数重量 個体数重量 個体数重量 個体数重量 個体数重量 1固体数重量

( 1 ) 3 1.3 2 1.0 3 1.6 1 0.8 I 0.9 3 1.8 2 1.2 

( 2 ) 2 3.9 l 0.6 

( 3 ) 

( 4 ) l 0.4 

( 5 ) 

( 6 ) 

( 7 ) l 1.3 1 + 
( 8 ) l 0.1 

( 9 ) 2 11.4 1 7.6 2 8.4 1 7.2 1 4.9 

(10) 1 0.6 1 0.5 

(11) 1 0.3 

(12) 

(13) 

(14) I 0.2 1 0.4 4 7.9 

(15) 2 6.3 l 0.9 1 0.2 3 1.3 

(16) I 7.1 1 10.0 3 36.0 1 5.4 1 3.7 

(17) 2 4.9 1 2.5 

(18) 

(19) 1 1.8 1 

(20) I 。.4

(21) 

(22) 

(23) 1 12.3 3 27.0 

(24) 1 4.5 

(25) 

(26) 

(27) l 0.1 

(28) 2 0.6 

(29) 1 0.7 1 0.1 2 1.4 

(30) l + l ート 2 226.0 1 62.4 

(31) 1 0.5 l 0.3 3 0.4 

(32) 

(33) 1 13.7 1 3.4 

(34) 

(35) 1 6.2 

(36) 50 1315.0 83 1304.0 117 1986.8 106 1877.7 59 1778.6 56 916.0 166 2557.9 45 1061.8 

言t 1356.1 1312.6 1999.0 1893.2 2030.0 984.7 2588 .4 1148.6 
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付表 「シマ」岩盤上部の地点毎の出現動物

個体数，コパ11'，重量;gパ，;

lF会 ④ 60 ④ 80 ④ 1∞ @) -120 @-20 @-40 ⑤-60 ⑤-81 

個体数重量 個体数重量 個体数重量 個体数重量 個体数重量 個体数重量 個体数重量 個体数重量

( 1 ) 1 0.3 2 2.5 2 0.7 I 0.5 11 6.9 5 3.1 

( 2 ) l 0.6 

(3 ) 

(4 ) 

( 5 ) l o 6 

(6 ) 3 3.1 I 0.1 

(7 ) 1 1.8 0.4 

(8 ) l 1.2 1 16.0 

( 9 ) 

(10) 5 4.6 

(11) 

(12) 

(13) l + 2 0.2 

(14) 2 1.2 1 + 
(15) 3 3.0 13 8.6 11 8.2 1 18.3 5 2.7 4 13.1 

(16) 1 4.2 3 16.7 l 5.7 

(17) 1 1.4 3 4.4 5 9.5 

(18) 

(19) 1 0.9 

(20) 

(21) 1 0.6 

(22) l 8.4 

(23) 

(24) 4 53.3 2 7.3 I 7.6 

(25) 

(26) 

(27) 1 0.2 

(28) 

(29) 2 1.2 l 0.8 

(30) 1 103.0 2 140.0 2 + 1 十 3 + 2 十

(31) 

(32) 1 4.9 

(33) 

(34) 

(35) 2 5.0 l 8.9 l 2.3 7 10.6 2 4.7 

(36) 63 1703.8 61 783.9 60 1181.2 22 485.1 70 920.9 133 1944.9 61 959.8 78 2143.8 

計 1869.0 967.0 1192.5 513.8 940.5 1967.3 1005.7 2166.9 
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付表 「シマ」岩盤上部の地点毎の出現動物

個I半数，コ/nl，重量;g/nl

ニ建 @-118 ⑤ -140 @-20 ⑥ 40 ⑥ 60 ⑥ 80 ⑥一 100 ③-20 

個体数重量 個体数重量 個体数重量 個体数重量 個体数重量 個体数重量 1国体数重量 個体数重量

( 1 ) 2 1.1 5 1.8 4 2.0 4 1.8 4 1.1 2 2.7 

(2) 1 1.2 

( 3 ) 

(4) 1 0.2 

(5) 

(6) 0.2 3 6.6 4 4.5 l 0.1 

( 7 ) 1 0.5 

(8) 0.5 

( 9 ) 3 31.7 

(10) l 0.7 3 2.1 

(11) 

(12) l 2.1 

(13) 0.2 2 0.3 

(14) I 1.5 3 2.0 

(15) l 5.7 1 1.6 2 7.5 4 1.0 3 8.2 12 5.3 

(16) 1 3.0 8 32.0 2 8.4 

(17) l 2.3 I 1.7 1 3.2 2 3.4 4 9.5 

(18) 

(19) I 1.4 l 0.9 

(20) l 0.7 

(21) 

(22) 

(ぉ) 1 17.2 2 17.0 l 9.8 

(24) 2 6.6 2 16.3 

(25) 1 1.5 

(26) 1 0.4 

(27) 

(28) 

(29) 

(30) I l∞o I 十 3 240.0 

(31) l 1.5 3 0.6 

(32) 

(33) 

(34) 1 5.5 

(35) I 3.4 1 1.4 2 5.4 1 2.9 2 1.0 

(36) 3 29.2 27 565.9 141 2087.9 107 1620.6 58 1055.0 11 294.4 37 860.6 24 643.3 

計 36.4 676.4 2156.3 1895.2 1076.6 305.9 928.5 678.8 
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付表 「シマ」岩盤上部の地点毎の出現動物

個体数，コパn'o重量;9パ，;

77キ @-40 ⑥-60 ⑨ 20 ⑬一日 ⑬-20 ⑪ -50 ⑬ 70 ⑬-82 

個体数重量 個体数重量 個体数重量 個体数重量 個体数重量 個体数重量 !固体数重量 個体数重量

( 1 ) 2 2.3 2 1.1 3 1.7 3 2.4 2 0.8 2 1.4 

( 2 ) I 0.7 

( 3 ) 1 0.4 

( 4 ) 

( 5 ) 

( 6 ) 1 0.4 l 2.1 1 1.8 

( 7 ) 2 2.1 

( 8 ) 1 0.8 

( 9 ) 1 7.8 

(10) l 2.1 1 0.2 

(11) 

(12) 

(13) 3 。.3
(14) l 0.3 1 2.6 

(15) l 0.9 1 0.2 1 2.0 1 0.5 7 7.2 4 2.0 

(16) l 6.4 

(17) 2.5 3.2 

(18) 3 2.8 

(19) 

(20) 

(21) 

(22) 1 9.4 

(23) 1 12.2 

(24) 

(25) 

(26) 

(27) 2 0.1 1 。l

(28) 

(29) I 0.4 

(30) 1 96.0 2 276.0 3 220.0 2 70.0 3 195.0 

(31) 

(32) 

(33) 

(34) 

(35) 2 6.5 2 9.0 2 5.0 2 7.8 2 8.9 l 1.9 

(36) 8 177.8 10 329.9 23 628.4 152 2713.2 93 1270.9 108 2186.6 62 1152.5 51 1211.4 

計 187.8 447.9 630.7 3003.1 1281.8 2442.2 1242.6 1411.9 


